



































からすきぎ あまたむれとぴ〈ひ ありさ ま きざみなみ とびきた
烏と鷺と、移群飛で啄あふにぞありける。その形勢、鷺は南より期来つ
きた むか からす かけきた あひた 、か や、ひき
て北に向ひ、烏は北より期来りて南に向ひ、相戦ふこと梢久し。（中略）
いちわういちらい せんでごて きつ はさ はねかく よつめごろし ひちゃう あらそ ごいし
一往一来、先手後手。切っ爽みつ、 縛る。綴五に飛鳥の争ひ、棋石










それからす いろくろ しはうはい ほくてうあた さぎ
夫烏は、その色黒し。これを四方に配すれば、北朝に当れり。また鷺は
その色白し。これを四方に配すれば、西なるべけれど。見よ、この鷺こと
くさついぱみ し はな くさ かむ あカね
..－....＿く州を衡たるに、死してなほこれを放さず。西に州を冠らすれば茜
あかね みやうひぞめぐき もの そめ くれなゐ あか なんぼう なんてう
となる。茜は、一名染緋草、物を染て深紅なり。赤きは南方、これ南朝。




















あ、あやしいかなむかしはうぢのころ さうしうかま くら くわうてふあつま ふちう じう まん こと
鳴呼怪哉昔日宝治年問、相州鎌倉に黄蝶集り、府中に充満したる事あ
り 。 安正に云、ゑう平にはす員r~益予語、美喜lこも又長呉品品、白字国
このけ まさかどきだたふらとうせん およぶ これへいかく てう
のあひだに此怪ありて将門貞任等闘戦に及、是兵革の兆なりとしるせり 。
いますでこのけい み これたうけ とうじゃうおこる きざし
今己に此怪異を見ること、おそらくは是当家に闘誇の起べき兆にてはあ


































































ちんベ忠 このとはりそうはう こま ぎよりん くわく よく じゃうじゃかたち
これ塵兵衛、此通双方の碁子をつらねたるは、魚鱗、鶴翼、常蛇の形、




ばんしゃうわう こま に まい かく めいたいしゃうあす
盤上に王の駒の二枚あるに同からずや（中略）角にひとしき名大将、足
ふかだこま ひしゃ くすのき みなとがは ごま うち
羽の深田に駒をおとし、飛車とはたらく楠どのも、湊川にむだ駒を打
なんちゃう わう こま よしの おくばんしゃう かたすみ
ちらし、（中略）南朝の王の駒は、吉野の奥盤上の片隅におはしまし、





















そうとう ぼたん ときふたつぎんでふくわかう へん－－
いはゆる双頭の牡丹なり。時に二の残蝶花香をしたひ、悶々としてたはふ
この」、た てふひと しろくひと あきぎいろ これ き
れぬ。此二つの蝶一つは白一つは薄標の色なり。是もまた奇なりといふ
べし。しかるに喜萎が柔弱の福花の予に瞳］畠たるが、た夏、ち躍を話してさ
てふめ くぴたま すず なら とぴあがり かけ
つの蝶を目がけ、経玉につけた鈴をから＿........＿と鳴しつ＼飛上あり駆め
よねん くる ねこ て」、くる
ぐりて、余念もなげに狂ひけり。（中略）猫はます＿........＿蝶に狂ひ、つひに









いっし りゃうくわ わうあること いま なんちゃうほくちゃう いってんが ふた
一枝に両花の王有事、今すでに南朝北朝とわかれ給ひ、一天下に二人
わう こと しかるなんはう ひ ぞくかうぼたんみづぞくほくふう
の王のおはしますに異ならず。然に南方の火に属す紅牡丹、水に属す北風
のために縦しは、崎うの論議くまし＿........＿、協IJ厳の語、脳ねなび
なんちゃうみかた すいくわ ちら ぜんひゃう
かして、南朝味方のともがらの衰花を散し給ふ前表ならん。前の年信州
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まかた しろ ぼろ さがみじらうとさゆき ならびそのみぎりうちじに だいぶつく
苫形の城にて亡びたる、相模次郎時行、井に其拘打死したる、大仏九郎
きだなIiら ざんとう よ るい なんちゃう てんい かり あしかずどの ほろ13'.さ
貞直等が残党余類、南朝の天威を仮て、足利殿を亡んとはかるよし、
いま み かうぼたん ちり へいけ ぞく ときゆき さんとうめっぽう
（中略）今見しごとく紅牡丹の散たるは平家に属し、時行が残党滅亡












なんerうあを こ、 かんがふ あさぎいろてふねこ
といひて南方は青きにかたどる。此をもって考れば、薄黄色の蝶猫にか

























りん まろとく ねが ふたつひ ひとつ
輪ーッにして円きを徳とし、願ふ所あり。今両の日の並び出るや、其ーは
そひ そひ っひせう いっき しんとおとろ
映じて傍たるなり。傍たるもの遂に消じてーに帰したるは、是新都衰へ












ちうせき まさかつがってい まきのり ベつりふ
南朝柱石の臣たる楠正勝、合体の時、父正儀に別立し、弟正元は京に入り
あたき、 とげちうし とつがは すで よねん
仇刺んとして遂ず忠死す。其後は十津川に入て己に四十余年。此時に及て

















きだなほ ら ざんとうよるい なんちゃう てんい かり あしか Cどの ほろlまさ
貞直等が残党余類、南朝の天戚を仮て、足利殿を亡んとはかるよし、（中略）

















































わがかひどり た、かひ あか すなはちなんはうざんじん くろ すなはちIiくほうすいと く すで じうん
俺黍鶏の闘戦に、赤きは則南方残憧、黒きは則北方水徳、既に時運を
ごにち せうぷ はか d九
得たりといふとも、後日の勝負は料りがたかりγ
-94-
もくしゅ ~－つ なんせうきうえん かん びんぎ のベ ろうにそんしゅ す、
（第五回「木主に謁して南将旧縁を感ず 使宜を演て老尼村酒を薦む）
と解き明かしているが、これは『双蝶記』巻一・三の将棋の場面の、幣又が塵

















ぷつま ときうっ こしらへおか よしさだいか ゐはい み ため
仏間で時を移せしは、 都置れし義貞以下の、位牌をよくも見せん為也。
かれらはた ゐはい めあは しうねん かねてけいざいま
那例は果して位牌を見て、目を照しつ冶俄然たり。（中略）「予の計議は今















ひきでもの なぞ あしかずがた もの
おほふ引出物なりと謎をかけしは、足利方のまはし者ならんと思ふゆゑに、
われあしかfがたゆかりもの あた かれまたなかぐろ もん
我も足利方に所縁の者なりと思はすべく思ひて与へたるに、彼又中黒の紋
なべぶた ゆひいれ なぞ われなんちゃう みかた きつ
にたとへたる鍋蓋を、結採なりと謎かけしは、我を南朝の味方と察し、
なんちゃう こ、ろ もの われこ、 ろ わが
おのれも南朝に心をょする者なりと思はせて、我に心をゆるさせ、我






















しゅぎやうじゃおひ たまだなむか ゐ まづ
修行者は笈をかたよせ、魂棚に向ひ居て、先すゑおきたる位牌を見るに、


























































⑦『忠臣水誹伝jの引用は 『山東京伝全集j読本 1 0994 . 1）に拠る。






⑫ f秀句冊jの引用は江戸怪異締想文芸大系 f都賀庭鐘・伊丹椿園集J（図書刊行会、 2001・5）に拠
る。以下向。
⑬徳田武「解題」（『山東京伝全集j読本3）、 701頁。
⑭同注 （1）、 437～438頁。
⑮同注 (13）、 694頁。
⑮拙稿「馬琴読本と五徳終始説一一 『墨田川梅柳新書jから 『開巻驚奇侠客伝jへ一一」（『国語と国
文学J82・2、2005・2）。
⑫『侠客伝jの引用は新日本古典文学大系 『開巻驚奇侠客伝J（岩波書店、 1998・10）に拠る。以下
向。
⑩ 「喜神」に関する記述は、馬琴が購入したと思われる 『通徳類情J（文政12年12月14日付篠斎宛馬
琴書簡）などの占いの書に見られる。
⑩同注 (13）、707頁。
⑫麻生磯次 『江戸文学と中国文学J（三省堂、1955）。
＠同注 (16）、 53～55頁。
＊酎強要旨
大高洋司氏は、京侍と馬琴の聞の趣向の受け渡しを厳格に証明しようとしているが、両者の問にそ
れほどきちっとした関係を言う必要はないのではないか。浜田啓介氏の「読本文学様式論」のような
方向で、読本様式に共通した趣向のあり方で、京停・馬琴に関わらず出てきているのではないか、と
柔軟に考えたらどうか、と尋ね、発表者は、馬琴の特徴をあくまでも京傍との比較を通して浮き彫り
にしたが、読本を読む時、やはり幅広く考察する必要があり、今後の課題としたい、と答えた。
山下則子氏は、京｛専の演劇的趣向として触れられたが、草双紙には演劇の影響を考えなければなら
ない。馬琴も全く演劇から取っていないというわけではない。重層的に見ることが重要である、と述
べた。発表者は、馬琴も演劇の趣向を多用することを認め、ただし f双蝶記jのようにそれで物語の
基本構図が崩れることはあまりない、と答えた。
山崎佳代子氏は、方法論について、ヨーロ ッパで脚光をあびているツヴェタン・トドロフのインタ
ーテクスチュアリティという考えが応用できると思う。研究内容からしてインターテクスチュアリテ
ィの考え方を応用していけばヨーロッパに向けて発信できるのではないか、と提案した。発表者は、
和漢の史書にも予兆・ト占の記述が散見し、読本との聞に一種のインターテクスチュアリティの関係
があると思う、と答えた。
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